
新穂第二ダム（にいぼだいにダム） 

所在地：佐渡市上新穂地内   管理者：新穂村土地改良区（TEL 0259-22-2009） 

 

新穂第二ダムは朱鷺の里として有名な佐渡市上新穂（旧新穂村上新穂）地内に位置

し、848ha の農地をかんがいするための施設である。 

地区内農地の汎用化及び 10a 区画圃場の再整備による大型機械化体系の導入による

営農を目的とし、新穂ダム上流の天神股川に新穂ダムの不足水量を補給するためダム

を建設したもので、県営かんがい排水事業により、昭和 58 年に着工し、平成３年５月

に竣工した重力式コンクリートダムである。 

 

 

 

〈 諸 元 〉 

施設名 堤高(ｍ) 貯水量(㎥) 受益面積(ha) 

新穂第二ダム 61.4 1,050,000 848.0 

     



ダム堤体（上流側から望む） 

〈 受益図 〉※国土地理院発行地形図を使用 

 

 

 

 

 

 

 

〈 アクセス 〉 

 ・ 両津港から車で 25 分 

  県道 65 号を新穂方面に進み、新潟 

交通旅行村瓜生屋バス停を左折 

 

 

 

 

 

ダム全景（下流側から望む） 



新穂第二ダムの事業計画から工事完成まで 

 

１ 事業計画 

昭和 51 年度に水資源調査を実施し、本地区の用水不足を解消するためには新穂第

二ダムが必要であることが確認され、県営かんがい排水事業により行われた。 

 

２ ダムのサイトの決定・形式の検討 

昭和 55 年度にダム容量検討の基本設計とダムサイト検討のため、地質調査が行わ

れた。この検討の中で、①既設新穂ダムの嵩上げ、②国府川へのダム新設、③大野

川からの導入、④天神股川へのダム新設を検討したが、①～③は既設新穂ダムの老

朽化、トキ生息地への接近、用地取得問題などの種々の難点を有することから、④

の天神股川へのダム新設となった。 

ダムサイト決定については、現地踏査の結果、基礎岩盤が安山岩で地形地質的な

問題点の少ない新穂ダム上流１km 地点とした。 

また、昭和 56 年度は、より詳細な検討を行い、ダム軸の決定及びダムの形式を重

力式コンクリートダムとした。 

 

 

３ 調査・設計・工事 

昭和 57 年度においては、詳細なダムサイトの地質状況を把握するため、地表地質

調査、ボーリング調査、横抗調査及び横坑内ブロック剪断試験を行い、昭和 59 年度

には、ボーリング調査、測量、実施設計、コンクリート配合試験を実施した。 

昭和 58 年度から工事に着手し、左岸地山の地すべり等の理由により、工事が遅延

したが、平成３年５月に無事竣工した。 
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